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確認者氏名

１　道路の状況について

歩道と車道の区別はありますか ある □ 一部ない □ ない □

【歩道がない箇所のみ】

外側線（車道と歩行者が通行する道を区別する

線）はありますか

ある □ 一部ない □ ない □

【歩道がない箇所のみ】

路側帯（歩道のない道路で、歩行者用に設けられた帯状

の道路部分）の幅は充分ですか。

広い □ 普通 □ 狭い □

２　施設の設置状況について

【横断する必要がある箇所のみ】

横断歩道はありますか
ある □ ない □

【横断する必要がある箇所のみ】

信号機はありますか
ある □ ない □

【踏切がある箇所のみ】

遮断機はありますか
ある □ ない □

チェック項目は裏面にもございますので、２ページにお進みください

【通学路の設定基準】

通学路等における児童等の安全確保に関する指針より（２０１５年９月東京都制定）

通学路の設定は、おおむね次の(ｱ)から(ｵ)までの基準により行うものとする。

(ｱ)　できる限り歩車道の区別のある道路とし、その区別がない場合は次の条件に適合する道路であること。

ａ　車両の交通量が比較的少ないこと。

ｂ　児童等の安全な通行を確保できる幅員を有する道路であること。

ｃ　児童等の通行の妨げとなる物件がないこと。

(ｲ)　遮断機のない踏切及び見通しの悪い箇所が少ないこと。

(ｳ)　横断箇所には、横断歩道、信号機等の交通安全施設が整備されていること。

(ｴ)　地下道などの暗く人目につきにくい場所及び犯罪の発生状況等から特に安全上注意を払うべき場所がないこと。

(ｵ)　その他児童等の通学路として道路環境が不適切ではないこと。

　　広い：人と自転車、人と人がすれ違う際に接触することがないと思われる幅（おおよそ1.5ｍ以上）

　　普通：人と自転車、人と人がお互いに注意を払うことで接触することなくすれ違えると思われる幅（1ｍ以上）

　　狭い：人と自転車、人と人とのすれちがいは困難（相手が通過するまで待つ必要がありそう）と思われる幅（1ｍ未満）
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３　交通量について

自動車 多い □ 時々 □ 少ない □

自転車 多い □ 時々 □ 少ない □

通行人 多い □ 時々 □ 少ない □

４　沿道の状況について

通行の障害になりそうなもの（大きな木や伸びた草

木、路上駐車、放置車両など）はありますか
ある □ ない □

見通しを妨げる住宅等のブロック塀等はありますか ある □ ない □

人目につきにくい場所はありますか（空き家や林な

ど）
ある □ ない □

５　現地確認の結果

その他特記事項があればご記入ください

今回の確認箇所について、児童が登下校に利用する視点から以下の内容についてご記入ください

【良いと思うところ】

【気になるところ】
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